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研究成果の概要（和文）：　国境を越える性取引の当時者に対する聞き取りとネットワーク分析から、次のこと
が明らかになった。①当事者の経験は多様であり受け入れ国によって著しく異なる。②受入国内でも、とくに出
身国とエスニシティ、滞在資格によって著しく異なる。③ネットワークの質が移民の脆弱性に影響する。④1990
年代に比べ、パレルモ議定書における人身取引の手段と目的を明確に示す例は少数であった。⑤トランスジェン
ダーの当事者は、シスジェンダー当事者より不利な立場にある。⑥国境を越える性取引をより安全にするには、
警察・入管をふくむ部外者が、危害軽減とコミュニティアプローチからなる倫理的アプローチを採用することが
必要である。

研究成果の概要（英文）：The most significant findings from narrative and network interpretations of 
the agents/migrants' experiences of transborder sex trade are as follows: 1) diversity of the 
migrants' trajectories depending on host countries, 2) within one country, they are different 
especially according to their country of origin, ethnicity and visa status, 3) qualities of networks
 determine the migrants' vulnerability and 4) conpared to the 1990s, there were currently scarce 
indications of typical means or purposes of trafficking, 5) transgender migrants are more vulnerable
 than their cis counterpart and, finally, 6) to make transborder sex trade safer, outsiders 
including the police and migration control would need to take 'ethical approach' consisting of harm 
reduction and community approach.

研究分野： 社会学

キーワード： 国境を越える人の移動　性風俗産業　セックスワーク　人身取引　聞き取り　ネットワーク　国際共同
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、国境を越える人の移動の中でもとりわけ政治的規範的な議論が後を絶たない
性取引を伴う移動について、グローバル化が促進した中心的な課題として再考した。こ
の現象に対して現在まで禁止・加害者処罰・被害者救済に偏る調査研究と法・政策を問い直し、「犯罪」にも
「被害」にも終始はしない当事者の経験をあらためて明らかにした。そして、現象の解明にとどまらず、現在の
国家法・政策が取りこぼしてきた、実際的かつ人道的な対策を探求し、当事者の不利益・苦痛・スティグマを軽
減する手立てを提案するに至った。また、聞き取り記録とネットワーク分析を組み合わせた研究方法にも独特の
学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
国境を越える人の移動を伴う性労働は、多くの国で犯罪化されている。これに携わる人は国家

の法的保護を受けることが難く、搾取と暴力の危険性が高い非正規移民である場合が多い。移住
性労働は、同時に、性暴力の問題、ジェンダー不平等の問題としてのみ、あるいは不本意にせよ
性規範を逸脱したごく少数者の、世界にとっては周縁的問題と理解されがちである。しかし移住
性労働は、格差を拡大し続けるグローバル化の不利益を被る人々が、同じグローバル化の別の側
面を利用して不利益とそれに伴う苦痛からの脱出を図る数少ない道の一つでもある。つまり移
住性労働は、現代世界において、貧窮からの脱出、人生の機会を拡大する願望、移動、労働、自
己決定、幸福追求などの権利を誰が誰にどう安全に保証するかに関わっている。換言すれば、実
はこの問題は、グローバルな正義とは何か、公正とは何か、どうしたら実現できるのかを問う、
現代社会における中心的な問題なのである。 
ところで、人が移動させられ性取引などに利用され搾取と暴力を受ける場合は、これを「人身

取引」として禁止し、被害者を保護するグローバルな法・政策的取り組みが存在する。越境組織
犯罪防止条約を補完する人身取引禁止議定書がその国際法的根拠だが、この範疇で法執行機関
に被害者として認定されれば、性取引に携わる人も、条件付きで移住先での滞在を認められるな
ど一定の法的保護を受けることができる。国家・国際法・政策の枠組みの中では、誰が誰に何を
どう安全に保証するかはあくまでも国家の裁量に任されていることがよく解る。そこでは、性
「労働者」が対照的に犯罪化されていることもよく解る。もっとありていに言えば、多少なりと
も自発的に人生の機会拡大したい、労働をしたい、など上記の諸権利の主張にあたることが表面
化すれば、それが移住性労働である限り、その人は同じ国家の裁量によって犯罪者として扱われ
るのである。 
しかし、グローバル化の不利益を被り苦痛を感じている人々は、そこから脱出するための自発

性を手放さないできた。それが反人身取引の法・政策が人身取引を止められていない一つの大き
な理由ではないか、と本研究は仮定した。間接的にでも、少しでも、長い過程のどこででも、強
制性が認められれば「人身取引」とするのが議定書の趣旨とはいえ、強制された被害者というよ
りも、自発的な何者かであるという自己認識あるいは客観的状況がどこかにあって、結果的に、
労働として性取引に携わっている人はいなくならない、というのが現状ではないだろうか。とは
いえ、自発性でこの人たちに対する法の埒外の強制や搾取や暴力がなくなるわけではない。人身
取引と性労働の区別が容易につかないゆえんである。そして、不利益を被っているからこそ、犯
罪化されているからこその当事者へのスティグマもなくなってはいない。 
以上から言えることは、現行の国家を基盤とする法・政策が、グローバル化の不利益と苦痛か

ら脱出しようとしている人々を犯罪者か被害者かの二分法で区別している限り、グローバルな
正義も公正も実現からは遠いだろう、ということであった。 

 
２．研究の目的 
では何が正義や公正に私たちを近づけるのか。本研究は、反人身取引法・政策を批判的に検討

し、かれらを移動させるネットワークを分析し、国境を越える性取引に携る個々人の視座と経験
を質的実証調査を通して再評価することによって、実際的かつ人道的なグローバル正義・公正へ
の道を探った。 
本研究は、まず、この現象に対して現在まで禁止・処罰・救済に偏る調査研究と法・政策を問

い直し、当事者の視座を重視する実証研究によって、「犯罪」にも「被害」にも終始はしない当
事者の経験を明らかにした。そして、性取引という個人的な経験の中にこそグローバルな課題を
乗り越える契機が見出せるのではないか、と考え、現象の解明にとどまらず、現在の国家を基盤
にした法・政策の枠組みが取りこぼしてきた、この課題に対する実際的かつ人道的な対策を探求
した。本研究の最終的な目標は、当事者の不利益・苦痛・スティグマを軽減するために何が必要
かを明らかにすることであった。 

 
３．研究の方法 
そのため本研究は、①国境を越える移動を伴う性労働および人身取引に関する実証的先行研

究のレビュー、③ 対象各国の法・政策の批判的研究、④人身取引対策等の当事者および性産業
の現場への影響についての参与観察、⑤当事者への詳細な聞き取り（in-depth interview）調査、
⑥性労働の仲介者/人身取引トラフィッカーを軸とするネットワーク分析 を行った。実証調査は、
課題が国境横断的かつ分野横断的であることから、代表者と分担者が培ってきた移住、性労働、
人身取引、ジェンダー／セクシュアリティおよび社会理論・調査方法論にわたる研究関係を駆使
し、協力研究者および関係者団体・個人の協力を得て行った。調査地は、日本のほか、かつて日



本における送り出し地の代表であり過去の経験の参照点
にふさわりいタイ、やはり代表的な受け入れ地であるフラ
ンスを取り上げる。開始当初は、現在送り出し地の代表で
あると思われる中国と、大陸部から移動する人の受け入れ
地として参照に値する香港も対象地に含めていたが、政治
情勢により入国と調査が不可能になり出ず断念した。その
代わり、台湾国立中山大学の専門家協力者を得て、中国出
身者についての研究を行った。日本とフランスで対象とな
る当事者は、当初の予想通り中国大陸部の出身者であった
が、最終的には中国出身者に限らず聞き取り相手の範囲を
広げた。 
 
４．研究成果 
 フランス 24人、タイ 29人、日本 8 人（合計 61 人）の聞き取りとネットワーク分析によって、
グローバル性取引を人身取引の側面だけでなく性労働の側面からも検証した本研究の結果、次
のことが明らかになった。 
①移住セックスワーク（以下、SW）は多様であるが、受け入れ国によって当事者の状況は著し

く異なる。②また、受入国内の集団間でも、とくに出身国とエスニシティおよび滞在資格によっ
て著しく異なる。③ネットワークの質が移民の脆弱性に影響する。④ 1990 年代に比べて、パレ
ルモ議定書における人身取引の手段（詐欺、強制、暴力、脆弱性に乗ずるなど）と目的（搾取）
を明確に示す例は少数であった。⑤タイは 2000 年代初頭までと異なり、性取引の受け入れ国に
なった。タイ出身者では、やはり 1990 年代に報道された事例のような過酷な人身取引を経験し
た人はいなかった。これら 5点をより詳しく理解する鍵が、次の 6項目である。 
1）NGO など市民団体との関係 
移民がネットワークを広げるのに好ましいアクセスポイントであり、これらとの関係があれ

ば、性取引や移住のネットワークを超えてより多くの支援を求めることができる。市民団体が当
事者コミュニティを中心に設立され、偏見をもつことなく危害軽減アプローチを採っている場
合はとくにそう言える。これがない日本に住む移民が性取引以外から資源を得るには、運任せか
自助努力でネットワークを広げるしかない。対してフランスでは、ネットワークを広げる機会が
社会的に用意されている。 
2）第三者（特に管理者、仲介者、斡旋者、家族）との関係 
この関係は両義的である。最悪の場合、移住セックスワーカー（以下、ワーカー）の身体的・

精神的安全とエンパワメントの阻害要因となる。最善の場合は力になってくれる。「友人」との
関係は、文脈によって意味合いが異なる。日本では、「友人」が移住や性取引を仲介することが
珍しくない。そうした「友人」が出身国にいる場合、その関係はそれほど重要ではない利害関係
である。一方、友人が受入国（都市）にいる場合、本研究ではエスニシティを同じくするワーカ
ー間で見られたが、その関係はより重要で、物質的・精神的な支援を伴い、事実上友情で結ばれ
た関係となる。典型的な反人身取引の言説では斡旋人か暴力的な管理者であり得るとされる「ボ
ーイフレンド」については、本研究はそう判断する根拠を見いだせなかった。これらの第三者は
すべて移住の不可欠な要素であり、活用次第では、より安全な移住、詐欺的・強制的・暴力的・
搾取的でない移住の促進に役立つと考えられた。 
 家族も重要である。移住や性取引への関与は出身国にいる家族が原因であったかもしれず、家
族を支えるために仕送りをしなければならない例は珍しくない。日本では、当事者が日本人男性
と結婚し配偶者資格で滞在していた場合、いわゆる義理の家族が物質的にも精神的にも重要で
あった。フランスでも日本でも、家族が威圧的、暴力的、搾取的であるとか、自分の立場を弱く
していると語る者はいなかった。むしろ彼女たちは、経済的に支えることも含めて、家族とのつ
ながりを生活の糧としていた。こうした重要なつながりを、パレルモ議定書にある移民の脆弱性
の源泉だとして否定しても、劣悪な条件下での移住や SW が阻止できるとは思われない。 
3）コミュティ関係 
エスニックコミュニティが全体としてコミュニティ内部のワーカーを差別しようと、その中

のワーカーたちは、多くの場合互いに支え合っている。もっとも、支援と搾取の境界線がはっき
りしないこともある。フランスにおける極端な例では、ナイジェリア出身者の間で、経済的に必
要なエスニック SW ネットワークが明らかに威圧的・搾取的なネットワークになることがあった。
結びつきの強い閉じたコミュニティは、当事者がより良いネットワークを得ようとする際の障
壁になりかねない。仲間同士の支援や学び合い、エンパワメントを重視したコミュニティアプロ
ーチによる危害軽減を促し、その上に部外者との信頼関係を構築することが重要であろう。一方
やはりフランスでは、中国出身者の襟帯が強いことも目立ち、この場合はネットワークが開かれ
ており、当事者同士の支援のみならず部外者から支援を得るつながりも得ている傾向があった。 
4）警察との関係 
これも両義的な関係である。警察との関係を移住ワーカーは否定的に見ることが多いが、警察

は支援者になり得る。警察がワーカーに対して懲罰的な人身取引・売春防止策を止め、危害軽減
とコミュニティアプローチを組み合わせた倫理的アプローチを顕著にすれば、詐欺や暴力や強
制や搾取からワーカーを守り得る。 



5）在留資格 
当事者の法的立場はもちろん、独立性とネットワークの多様性にも影響する。多様なネットワ

ークは豊かな社会資源を内包し、安全性を高める。在留資格が合法で安定し、在留期間が長くな
るほどネットワークは豊かになる。しかし、定住者資格が得られ、性取引を超えてネットワーク
が広がるかどうかは、受入国側の法制度はもちろん、これに加えて、ネットワーク（労働市場や
義理の家族、保健・福祉サービスなど）とつながる機会があるかどうかによるところが大きい。 
6）トランスジェンダーであること 
移住ワーカーは、この点でシスジェンダー当事者より不利な立場におかれている。彼女たちは、

ホスト国で結婚して定住する機会が少なく、義理家族や SW 以外の仕事関係につながる機会も限
られる。医療ビザを取得できるフランスでも、トランスジェンダーの人々がネットワークを広げ
られるかどうかは、これを更新して安定的に滞在できるかどうかによる。そして、不利な立場は、
エスニシティを同じくするトランス女性のワーカーに強い連帯ネットワークを形成させるが、
閉鎖的な強い襟帯は、ここでも性取引の外につながる際の障壁となり得る。 
 
結 論 

 本研究の対象者らはみな、それぞれ上記 6 項目の作用に応じて多かれ少なかれ脆弱な立場に
置かれ、分断されている。そして、過酷な詐欺や強制や搾取は、厳しい規制を盾に脅したり複雑
な規制にうまく対処したりできる者が、犯罪化され、市民社会との接触が難しい人の脆弱性を利
用することによって起きている――ここにこそ議定書が定義する人身取引が成立しているので
ある。そこで、警察が移住ワーカーの権利を擁護するためではなく、彼女らを取り締まるために
法律を行使するなら、警察との関係は否定的なものになる。彼女らは、在留資格をネットワーク
の拡大、つまり安全・安心のための資源の確保に使っているが、これは国の入国管理や売春規制
とつねに対立する。 
 性取引に携わる移民の状況をより安全なものにするには、SW に対して部外者が危害軽減とコ
ミュニティアプローチからなる倫理的アプローチを採用すること、そのためにも、国家が移民に
よる売春を非犯罪化することが進むべき方向であると思われる。 
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